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日
本
共
産
党
は
、
今
で
も
払

う
に
払
え
な
い
ほ
ど
高
い
保
険

料
の
値
上
げ
は
、
不
況
に
あ
え

ぐ
加
入
者
の
く
ら
し
を
直
撃

し
、
保
険
料
滞
納
世
帯
を
さ
ら

に
増
や
し
、
国
保
財
政
の
改
善

に
つ
な
が
ら
な
い
ば
か
り
か
、

資
格
証
明
書
の
交
付
（
保
険
証

の
取
り
上
げ
）
で
医
療
を
受
け

ら
れ
な
い
人
を
さ
ら
に
増
や
す

こ
と
に
な
る
と
、
そ
の
不
当
性

を
き
び
し
く
追
求
し
ま
し
た
。

ま
た
、
堺
市
と
し
て
、
国
庫

負
担
の
大
幅
な
増
額
と
国
民
本

位
の
抜
本
的
な
制
度
改
革
を
国

に
求
め
る
と
と
も
に
、
一
般
会

計
か
ら
の
繰
り
入
れ

を
大
幅
に
増
や
す
こ

と
に
よ
り
、
値
上
げ

を
し
な
い
よ
う
強
く

求
め
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
、保
険

料
据
え
置
き
の
予
算

修
正
を
提
案

予
算
修
正
案
は
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰

り
入
れ
を
大
阪
府
下

三
十
三
市
の
平
均
額

ま
で
増
や
し
、
保
険

料
を
据
え
置
く
、
そ

の
財
源
は
、
当
面
、

他
の
施
策
に
直
接
影

響
の
な
い
「
財
政
調

整
基
金
」
を
取
り
崩
し
て
充
て

る
と
い
う
内
容
。

大
型
公
共
事
業
な
ど
、
無
駄

な
予
算
の
削
減
に
よ
る
財
源

確
保
を
要
求
！

一
般
財
政
が
、
長
び
く
不
況

の
影
響
で
き
び
し
い
と
き
だ
か

ら
こ
そ
、
実
質
的
に
は
破
綻
し

て
い
る
臨
海
部
開
発
や
、
そ
れ

と
リ
ン
ク
し
た
鉄
軌
道
整
備
な

ど
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
連

予
算
を
削
り
、
二
十
七
億
三
千

万
円
も
の
鉄
軌
道
整
備
基
金
を

取
り
崩
す
な
ど
に
よ
り
、
国
保

会
計
へ
の
繰
り
入
れ
財
源
を
確

保
す
る
こ
と
を
併
せ
て
提
起
し

ま
し
た
。

与
党
、予
算
修
正
案
を
否
決

こ
の
保
険
料
据
え
置
き
の
予

算
修
正
の
提
案
に
対
し
て
、
堺

市
国
保
運
営
協
議
会
や
本
会
議

で
「
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入

れ
を
大
阪
府
下
並
み
に
増
や
す

べ
き
」
と
主
張
し
て
い
た
公
明

党
を
含
め
、
与
党
は
、
質
問
も

討
論
も
せ
ず
否
決
し
、
国
保
料

大
幅
値
上
げ
案
を
賛
成
多
数
で

可
決
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

堺
市
自
治
連
合
協
議
会
な
ど
一
〇
八
団
体
も

の
「

値
上
げ
反
対
請
願
」

無
視
の
責
任
は
重
大
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国
保
料
値
上
げ
問
題
で
党
議
員
団
と
市
民
の

懇
談
会
が
開
か
れ
た



今
議
会
に
「
堺
市
都
市
計
画
法
に

よ
る
市
街
化
調
整
区
域
に
お
け
る
建

築
許
可
等
に
関
す
る
条
例
」
が
提
案

さ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

都
市
計
画
法
の
改
定
に
よ
り
、
市
街

化
調
整
区
域
で
も
一
定
の
条
件
を
つ

け
て
宅
地
開
発
を
可
能
に
す
る
条
例

を
制
定
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
す
。

わ
が
党
は
、
農
地
の
保
全
、
農
業

振
興
、
自
然
環
境
を
守
る
立
場
か
ら
、

無
秩
序
な
開
発
に
つ
な
が
る
本
条
例

に
反
対
し
ま
し
た
。
条
例
制
定
に
よ

り
、
市
街
化
区
域
か
ら
二
百
五
十
メ

ー
ト
ル
以
内
の
範
囲
で
、
四
ヘ
ク
タ

ー
ル
以
上
連
担
し
た
農
地
を
除
外
し
、

建
物
が
五
十
戸
以
上
連
な
っ
て
お
り
、

四
メ
ー
ト
ル
以
上
の
道
路
が
あ
る
調

整
区
域
に
つ
い
て
は
住
宅
開
発
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
本
条
例
に
か
ら
ん
で
堺
市

高
松
の
共
有
地
（
盆
が
池
）
処
分
を

め
ぐ
っ
て
重
大
な
疑
惑
が
発
覚
し
、

追
求
し
ま
し
た
。

こ
の
疑
惑
と
は
、「
池
」
と
し
て
売

却
し
、「
空
き
地
」
で
転
売
し
て
莫
大

な
利
益
を
得
よ
う
と
す
る
計
画
で
あ

り
、
関
係
者
か
ら
の
告
発
で
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。

疑
惑
の
構
図
は
右
図
の
通
り
で
す
。

市
内
二
十
九
鉄
道
駅
舎
の
う
ち
、

六
駅
五
地
区
（
堺
駅
、
堺
東
駅
を

含
む
都
心
地
区
、
北
野
田
駅
、
堺

市
駅
、
新
金
岡
駅
、
深
井
駅
）
の

各
駅
周
辺
地
区
の
交
通
バ
リ
ア
フ

リ
ー
基
本
構
想
が
策
定
さ
れ
ま
し

た
。
高
齢
者
や
障
害
を
も
っ
た
方

な
ど
、
誰
も
が
安
心
し
て
公
共
交

通
機
関
を
利
用
し
社
会
進
出
す
る

た
め
に
も
駅
舎
や
道
路
な
ど
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
へ
の
取
り
組
み
が

急
が
れ
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
強
い
要
望
と

運
動
に
よ
り
新
金
岡
駅
、
堺
市
駅
、

深
井
駅
に
新
た
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き

駅
と
そ
の
周
辺
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
に
む
け
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

【
写
真
】
運
動
の
成
果
で
実
現
し
た

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
地
上
出
口
、
六

駅
の
一
つ
・
新
金
岡
駅
の
府
道
常

磐
浜
寺
線
に
面
し
た
付
近
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交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
（
六
駅
五
地
区
）

基
本
構
想
ま
と
ま
る

三
月
議
会
に
「
堺
市
男
女
平
等

社
会
の
形
成
の
推
進
に
関
す
る
条

例
案
」
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
条
例
案
は
、
堺
市
男
女
共

同
参
画
懇
談
会
の
条
例
骨
子
提
案

を
受
け
、
出
さ
れ
た
も
の
で
、
今

議
会
に
お
い
て
府
下
ト
ッ
プ
を
き

っ
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
だ

け
に
期
待
も
大
き
い
と
こ
ろ
で
す

が
、
条
例
は
日
本
国
憲
法
の
男
女

平
等
の
理
念
を
前
文
か
ら
削
除

し
、
事
業
者
の
責
任
を
曖
昧
に
す

る
等
、
不
十
分
さ
を
残
し
た
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
条
例
が
、
真
に
女
性
の
人

権
を
守
り
実
効
あ
る
も
の
に
し
て

い
く
た
め
に
は
、
市
民
の
運
動
も

含
め
た
よ
り
一
層
の
今
後
の
取
り

組
み
が
大
切
に
な
っ
て
い
ま
す
。

堺
市
男
女
平
等
社
会
の

形
成
の
推
進
に
関
す
る

条
例
に
つ
い
て

市
街
化
調
整
区
域
で
の
住
宅
開
発
を
可
能
に
す
る
条
例 

 

水
道
料
金
の
大
幅

な
値
上
げ
が
今
議
会

に
提
案
さ
れ
決
定
さ

れ
ま
し
た
。
多
く
の

市
民
か
ら
は
「
堺
市

の
水
道
料
金
は
い
ま

で
も
高
い
、
な
の
に

な
ぜ
値
上
げ
な
の
」

「
こ
れ
以
上
あ
げ
ら

れ
て
は
商
売
で
き
な

い
」
と
怒
り
の
声
が

あ
が
り
、
短
期
間
に

値
上
げ
に
反
対
す
る

署
名
が
た
く
さ
ん
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
毎

日
の
生
活
に
欠
か
せ

な
い
水
道
だ
け
に
そ

の
声
は
当
然
で
す
。

日
本
共
産
党
は
安
易
な
値
上
げ

は
す
べ
き
で
は
な
く
、
一
般
会
計

か
ら
の
繰
入
で
市
民
負
担
は
避
け

る
べ
き
だ
と
の
立
場
で
反
対
し
ま

し
た
。

今
回
の
値
上
げ
は
、
府
営
水
道
料

金
の
値
上
げ
が
堺
市
水
道
事
業
会
計

を
圧
迫
し
て
い
る
か
ら
、
と
い
う
の

が
理
由
で
す
。
大
阪
府
は
四
つ
の
ダ

ム
建
設
を
推
進
し
て
お
り
、
さ
ら
に

水
道
料
金
に
転
嫁
さ
れ
る
こ
と
が
危

惧
さ
れ
ま
す
。
府
に
し
た
が
う
姿
勢

で
は
市
民
は
た
ま
っ
た
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
今
後
府
に
対
し
て
毅
然

と
し
た
態
度
を
示
す
こ
と
を
強
く
求

め
ま
し
た
。

水道料値上げに反対
市民負担は避けるべき

条
例
み
こ
し
た
不
明
瞭
な
自
治
会
共
有
地
処
分
を
追
求

①のびのびルームの継続
②乳幼児健康支援一時預かり事業実施
（通称：病児病後保育、堺病院にて）
③子育て支援センター事業の実施
（堺病院、ちぬが丘保育所、新金岡保育所で）
④延長保育、一時保育の拡充
⑤民間保育所建設への補助

①老人集会所建設補助
（新たに8ケ所建設し、計32ケ所に）
②介護保険における入所施設の増設
特別養護老人ホーム3ケ所、ケアハ
ウス1ケ所、グループホーム3ケ所

③高齢者インフルエンザ予防接種の
実施

①すこやか検診の充実
（新たにB・C型肝炎の検査実施）
②自治会へ防犯灯電気代の4分の1補助
③生活道路照明灯、約60基の設置
④東消防署の建設と消防力の拡充
⑤内川・土居川の水質改善

①駅前周辺のバリアフリー化構想策定
堺・堺東・堺市・北野田・深井・新金岡
各駅のバリアフリー化事業計画の策定
と、光明池・三国ヶ丘各駅のバリアフリ
ー化構想の策定

②南海本線連続立体事業の推進
③自然ふれあいの森の整備

①知的障害者グループホーム援助事業
（新たに4ケ所開設）
②障害者生活支援施設を1ケ所増設
③あけぼの療育センターの建替え
④障害者（児）地域療育等支援事業実施
⑤堺病院で重度重複障害者短期入所実施
⑥精神障害者の地域生活支援事業を拡充

①学校園施設の整備
校舎の増改築3校、プール改築2校、
給食調理場改築2校、体育館改築7校、
体育館耐震診断4校

②北野田に集会文化系施設、東図書館新設
③原池公園体育館建設
④東清掃工場の余熱利用施設建設
（温水プール、温浴施設、フィットネスなど）

①地域産業振興緊急対策資金融資の1年延長
②ネット商談会支援事業の拡充
③商店街アーケード・アーチの整備に補助
④地元農産物の「堺ブランド」認証制度実施
⑤フォレストガーデンにてセラピー農園開設
の補助（高齢者、障害者の活動支援として）

①地域就労支援センターの開設
②再就職のためのパソコン講座実施
③地域会館の整備、改修
④民間分譲マンション管理の実態調査実施
⑤野宿生活者の健康と社会復帰支援に向け
ての相談活動の実施

2002年度の堺市予算議会において
住民運動の成果として実った主なもの



三
月
二
十
八
日
に
開
か
れ
た
市

議
会
最
終
本
会
議
に
、
政
府
に
対

す
る
四
つ
の
「
意
見
書
」
案
が
提

案
、
採
決
に
付
さ
れ
ま
し
た
。

「
雪
印
食
品
牛
肉
偽
装
事
件
の
徹
底

解
明
と
食
品
表
示
制
度
の
改
善
・

強
化
を
求
め
る
意
見
書
」
案
と

「
小
児
救
急
医
療
制
度
の
充
実
・
強

化
を
求
め
る
意
見
書
」
案
の
二
つ

は
全
議
員
が
提
案
者
に
な
り
、
全

会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

母
子
家
庭
に
と
っ
て
家
計
を
支

え
る
命
綱
と
な
っ
て
い
る
児
童
扶

養
手
当
の
改
善
と
充
実
を
求
め
る

「
意
見
書
」
案
（
日
本
共
産
党
と
吉

井
議
員
が
提
案
、
新
風
・
社
民
の

会
が
賛
成
）
と
、
政
府
が
三
月
一

日
、
国
会
に
提
案
し
た
医
療
制
度

の
大
改
悪
に
反
対
す
る
「
意
見
書
」

案
（
日
本
共
産
党
提
案
、
新
風
・

社
民
の
会
と
吉
井
議
員
が
賛
成
）

の
二
つ
は
、
市
長
与
党
の
自
民
・

公
明
・
民
主
ら
が
反
対
し
た
た
め

不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

と
り
わ
け
「
医
療
制
度
の
改
悪

に
反
対
す
る
意
見
書
」
案
は
、
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
本
人
や
家
族
の
窓
口

負
担
を
三
割
に
引
き
上
げ
る
こ
と

な
ど
、
空
前
の
国
民
負
担
を
盛
込

ん
だ
医
療
制
度
の
大
改
悪
と
指
摘
。

ま
た
、
国
民
の
医
療
を
受
け
る

権
利
を
守

る

た

め

に
、
政
府

に

対

し

「
今
回
の

改
悪
提
案

を

撤

回

し
、
国
民
の
立
場
に
立
っ
た
抜
本

的
な
改
革
に
取
り
組
む
よ
う
求
め

る
」
と
し
て
い
ま
す
。

自
公
民
な
ど
与
党
会
派
は
事
実

上
、
改
悪
を
容
認
す
る
不
採
決
の

態
度
を
堺
市
議
会
で
示
し
ま
し
た
。
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府営住宅の募集（新築・あき家）
●募集期間　5月1日～31日

全て郵送受付　31日の消印可
●応募区分
（応募となる住宅名および戸数は用紙を見て下さい）
・一般世帯向け 一般住宅
・福祉世帯向け 高齢者・障害者

母子世帯および単身世帯
・親子近居向け
・特別設計住宅
＊応募数を超える分は全て抽選となります。
●応募用紙は
大阪府の施設及び堺市の本庁・支所に５月１日か
らおかれます。日本共産党議員団控え室、連絡事
務所にもあります。
●応募に関するお問い合わせは
（財）大阪府住宅管理センター電話06－4398－5255

55・・66月議会の日程月議会の日程
● 5月は21日の本会議から

議長等議会役員・委員の改選と選任
●６月は４日より「定例会」
６月３日（月） 議会運営委員会
４日（火） 本会議（市長提案説明）
５日（水） 議会運営委員会
７日（金）～11日（火）

本会議（各会派の大綱質問）
13日（木） 市民環境経済委員会
14日（金） 厚生委員会
17日（月） 建設委員会
18日（火） 文教委員会
19日（水） 総務委員会
20日（木） 議会運営委員会
24日（月） 本会議（討論・採決）

＊「６月定例会」への陳情・請願の締切は
５月20日（月）となります。

一
九
六
九

年
の
「
同
和
対

策
特
別
措
置

法
」施
行
以
来
、

三
十
三
年
間
実

施
さ
れ
て
き
た

国
の
同
和
対
策

事
業
は
、
本
年

三
月
末
「
特
別

法
」
の
期
限

切
れ
を
も
っ

て
終
了
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
市
当
局
の
い
う
「
人

権
行
政
」
の
名
の
も
と
に
、
実
質

的
に
は
同
和
事
業
と
変
わ
ら
な
い

よ
う
な
事
業
が
行
わ
れ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
堺
市
同
和
対
策
協
議

会
が
本
年
二
月
に
市
長
に
提
出
し

た
全
会
一
致
の
「
意
見
具
申
」
が

述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
文
字
通
り

「
一
般
行
政
の
中
で
実
施
さ
れ
る
こ

と
」
が
も
と
め
ら
れ
ま
す
。

小小
泉泉
「「

医医
療療
改改
悪悪
」」
にに
反反
対対
すす
るる

政政
府府
へへ
のの
「「

意意
見見
書書
」」
案案

自
公
民
ら
与
党
会
派
が
不
採
択
に

同和「特別法」期限切れ

いよいよ

同和対策事業終了へ

議員団控え室（市役所内） 
生活相談担当表 
月－金  AM9:30～PM5:00

月曜日　四本・岡井 
火曜日　栗駒・乾 
水曜日　城　・森 
木曜日　芹生・平松 
金曜日　奥村・石谷・奈良谷 


